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メールアドレス
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設立年月 平成30年05月

設立目的

活動内容

活動実績

■  1　保健、医療、福祉の増進 □

□  2　社会教育の推進 □

□  3　まちづくりの推進 □

□  4　観光の振興 □

□  5　農山漁村又は中山間地域の振興 □

□  6　学術、芸術、文化又はスポーツの振興 □

□  7　環境の保全 □

□  8　災害救援活動 □

□  9　地域安全活動 □

□ 19　前掲の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助

　　様式　２

令和５年２月２８日　現在　　

（フリガナ）ﾄｸﾃｲﾋｴｲﾘｶﾂﾄﾞｳﾎｳｼﾞﾝﾅｺﾞﾐ

理事長　牧野　和恵

札幌市南区

団体概要書

（０１１）２０６-６５３９　　　　　

10　人権の擁護又は平和の推進

11　国際協力の活動

18　消費者の保護を図る活動

札幌市豊平区・南区を中心に札幌市内

特定非営利活動法人なごみ

www.nponagomi.comhttp://www.nponagomi.com

平成２２年０１月 活動開始年月

12　男女共同参画社会の形成の促進

13　子どもの健全育成

①訪問支援R2.1～開始。 
アクションプランや、アプローチ(訪問相談、メール・電話相談・情報提供)、学校へ行けなくても引きこもりでも「居て
くれるだけでいい」環境の支援、勉強を学ぶことができる仕組みを確立する。訪問型支援を中心に子ども、親のサ
ポートをしていくプラットホーム的機関である。段階を踏んで、訪問相談、訪問支援、移動支援、学習支援等を導
入していける活動をJANPIA(眠り貯金)助成金を頂くR.2．1～R3．2活動。 
②居場所提供 
不登校、引きこもりの児童、者が居てくれるだけでいい存在価値を認めている支援者が身近にいる居場所で、学
習支援、外出支援、野外活動、季節行事を楽しめる。生き活きできる居場所を開始R3．1.11～開始。 
③引きこもりの状態でも学べる、活動(企業へのインターンシップ)できる機能を持つ、「課題解決型情報センター」
を設立準備R4．4～開始予定。
④親子宿泊研修を実施（R4.7）
⑤親子参加型の修学旅行を予定（R5.7）

共育方針 
人としての豊かな知性を養い没頭体験や自由な行動からグローバル化に対応できる基礎的な力を育成する共育
を目ざす。 共育の指針 
1.AI教師による学習ツールを使用し多様な個性を伸ばしていく。 
2.子どもの学びの環境をより快適にし、新たな可能性を拓く。 
3.自ら学ぶことを見つけ、自分の五感を使い深めることで、自由な創意や希望をもてる共育の場を提供いたしま
す。 
主な対象者：不登校、登校しぶり等で学校に通えていない、小学生・中学生。（定員10名） 
対象地域：札幌市（※札幌以外の地域の方もご相談に応じますが、ご希望に添えない場合もございます。） 
学習方法 
当学院では無学年式教材を使用した個別学習を実施しております。 
・オンライン家庭教師（WEBシステムを利用して自宅にて個別学習をいたします） 
・フリースペース学習（当法人のフリースペースにて個別学習をいたします。
　※ご本人の希望やご家族の希望により選択することが可能です。

※記載欄が不足する場合など、この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができます

団体名

【活動風景】

14　情報化社会の発展

15　科学技術の振興

16　経済活動の活性化

17　職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

活動分野

当法人は、障がい児者、高齢者及び、引きこもり・不登校状態にある子ども、若者への訪問支援を基盤としつつ、
学習支援及び、居場所を設置することで、生き活きした「生活」を営んでいくために必要な事業を行い、「居てくれ
るだけでいい存在」、「孤独にならない地域福祉」を目指します。不登校や引きこもり、特性や障がいがあっても、
困っている人を助けたい、人の役に立ちたい、学びたい、働きたいという気持ちを持つ人が集まり、思いに共感で
きる気持ちを持つ人が増えることで、自分自身で置き去りにならない、誰も置き去りにならない、しない地域社会を
目指し、情報発信のアンテナショップを開くことで、自己選択できる居場所で、それぞれの幸せを追及するために、
支援者も支援を受ける方もお互いの尊厳を大切にしながら対等な立場で地域社会の一員として活躍できる場を
提供する。

makino@nponagomi.com


